
　神戸大学は1902（明治35）年の創立以来、115年余の歴史を誇ります。現在は、
10学部15研究科、学生総数約16,000名からなる総合大学として日本でも有数の
研究・教育機関であり、「学理と実際の調和」を理念として、進取と自由の精神がみなぎ
る学府であります。神戸大学は、文系・理系のバランスが良く、どちらも優れた業績をあ
げております。また、文系・理系の垣根が低く、文理融合の研究が展開されていることも
その特徴の一つであり、新たな学問領域を生み出す潜在的な能力が高い大学です。
　保健学研究科は、大学院前期課程（各学年54名、平成31年度から64名）、後期課
程（各学年25名）の定員があり、我が国でも有数な規模と研究推進大学としての質
の高さを誇っております。専門領域としては、看護学領域、病態解析学領域、リハビリ
テーション科学領域の３基幹領域と、融合領域のパブリックヘルス領域から構成され
ています。各領域では、専門的知識・能力とともに創造性に富んだ研究者としての資
質を養うように心がけています。さらに、平成28年度からは大学院に助産師および
保健師の教育課程が開設され、ハイリスク妊娠・分娩の管理や保健行政・国際機関で
活躍できる医療専門職の養成を行います。このように保健学研究科では、高度専門人材・研究者や将来教員として働く指導的人
材の養成を推進しています。
　神戸大学は、世界中の様々な大学と交流を持っております。保健学研究科においても、平成２４年度から２８年度まで実施した
世界展開力強化事業においては、ASEAN諸国トップ5大学との連携の下、大学院生の短期・長期における交換留学を実施し、ア
ジア地域における次世代保健学グローバルリーダーの育成に努めました。平成２９年からは、環太平洋諸国との連携・協働による
次世代グローバルヘルスリーダー育成プログラムを実施しております。日本を含めたアジア地域では、少子高齢化対策が必要と
されています。海外大学・研究機関、WHOなどの国際機関との連携により構築された共同研究ネットワークを活用し、アジア諸
国の保健衛生課題に取り組んでいきたいと考えています。
　さらに、英語教育に関しては、平成24年度から英語のみで大学院課程を修了できるコースを設置しており、グローバル化への
対応を進めています。
　医療分野の中では、ICTを活用した健康管理システムの構築や脳機能評価のための機器開発が強く望まれています。平成25
年度からは、独立行政法人情報通信機構との間で連携講座を設立し、共同研究を進めています。また、企業等との共同研究開発
事業も精力的に実施しています。今後、より学際的で文理融合型の新研究領域を開拓していきたいと考えています。2018

・国立大学法人神戸大学
・国立大学法人京都大学医学部附属病院
・公立大学法人大阪市立大学医学部附属病院
・公立大学法人奈良県立医科大学
・独立行政法人国立病院機構大阪医療センター
・シスメックス株式会社
・武田薬品工業株式会社
・兵庫県庁

・国立大学法人神戸大学
・国立大学法人北海道大学
・国立大学法人三重大学
・公立大学法人和歌山県立医科大学
・香川県立保健医療大学
・地方独立行政法人国立病院機構　神戸医療センター

・国立大学法人神戸大学医学部附属病院
・国立大学法人京都大学医学部附属病院
・ガジャマダ大学（インドネシア）
・株式会社カネカ
・神戸市

・国立大学法人神戸大学医学部附属病院
・地方独立行政法人神戸市民病院機構
・兵庫医科大学病院
・国家公務員共済組合連合会虎の門病院
・国立研究開発法人国立長寿医療研究センター
・独立行政法人国立成育医療研究センター
・塩野義製薬株式会社
・中外製薬株式会社

（平成25～29年度修了）

（大学・短期大学・専門学校の教員になった者15名）

（大学・短期大学・専門学校の教員になった者31名）



融合領域

パブリックヘルス

基幹3領域（看護学、病態解析学、リハビリテーション科学）と
融合領域（パブリックヘルス）

　平成２４年度より前期課程の大学院生を対象に英語コース
（International Course for Health Sciences: ICHS）を開講しました。
平成26年度からは後期課程の大学院生にもICHSが開講されました。これ
は、大学院生がその修学期間を通じて英語のみで単位を取得し、修了するこ
とができるコースです。専任教員による英語講義に加え、ネイティブ教員に
よる通年の講義、また、夏季には東南アジアを中心とした諸外国からの講師
によるSummer Educational Programを開講しています。本コースを受
講することで、保健活動を展開するためのコミュニケーション能力や異文化理解能力を身に付け、海外における
社会・経済状態や生活様式に適合した総合保健学を創造・実践することができます。国際貢献できるより高度な
保健実践専門職者を養成することを目的としています。

　本領域は地域社会を基盤とした医療・保健システムを開発、実践しかつ健康課題の解明に取り
組み、また、国際的観点から緊急に対応しなければならない医療や保健に関わる諸問題やその要
因を研究する、多職種からなる融合領域です。グローバルな視点で総合保健医療が実践できる日
本・アジア双方向型高度医療専門職、国際社会の多様な問題を克服できる医療･保健･公衆衛生･
感染症を専門とするグローバルリーダーを養成し、国内外の健康課題を探求する保健学実践研
究拠点となることを目指します。

　本分野は、ウイルス学、細菌学、寄生虫学、臨床医学、病理学を専門とする研究
者により構成され、最新医学の先駆的研究を利用して、流行地の感染症発生状
況の把握や調査、感染制御対策、病原体検査、ワクチン開発や新薬探索などの分
野における技術革新に貢献する先駆的な研究を行う。世界的規模の優れた学生
を惹きつける卓越した教育の場を提供している。

指導教員　　教　授：林　 祥剛
 准教授：亀岡 正典、入子 英幸、重村 克巳
 教　授：白川 利朗（科学技術イノベーション研究科）

　国連やWHOが掲げる"Health For All"や"Universal Health Coverage"
を実現するためには，国際保健の視点が欠かせません。新興感染症や災害や環
境問題は国内に閉じておらず，物や人の移動を通して容易に世界中に広がりま
す。一方では，国際労働移動等に伴って慣れない自然環境や異文化の中での生
活を強いられる人々が増加し，異文化間でのプライマリケアの提供も大きな課題
となっています。こうした現状の中で，国内外で展開している研究を通して，
フィールドや臨床の現場での問題発見や実際の問題解決のための活動に取り組
んでいる分野です。

指導教員　　教　授：松尾 博哉、中澤　 港
 准教授：上杉 裕子、井澤 和大、小寺 さやか
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